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年
３
月　

日
ま
で
健
康
保
険

２０

３１

等
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
保
険

料
は
年
額
２
１
９
６
円
で
す
。
年

金
引
き
去
り
の
場
合
は　

・　

・

１０

１２

２
月
の
３
回
で
、
納
付
書
・
口
座

振
替
等
の
場
合
は　

月
か
ら
３
月

１０

ま
で
の
６
回
で
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
７
月
の
保
険
料
額
決

定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）
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均
等
割
額
が
７
割
軽
減
の
人
及

び
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額

が　

万
円
以
下
の
人
に
は
、
８
月

５８
に
保
険
料
額
の
変
更
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
特
別
軽
減
に
よ
り
、
年
金

引
き
去
り
か
ら
納
付
書
・
口
座
振

替
等
に
変
更
に
な
る
場
合
や　

月
１０

以
降
の
納
付
額
が
ゼ
ロ
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）
年
金
引
き
去
り
の
人
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
町
の
担
当
窓
口
へ
の
申
し
出

に
よ
り
、
口
座
振
替
で
の
納
付
に

変
更
で
き
ま
す
。

　

申
し
出
か
ら
年
金
引
き
去
り
中

止
ま
で
に
１
〜
２
か
月
か
か
り
ま

す
。
な
お
、
７
月
末
日
ま
で
に
申

し
出
を
さ
れ
た
人
は
、　

月
か
ら

１０

口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

１　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を

確
実
に
納
付
し
て
い
た
人
が
本

人
の
口
座
か
ら
納
付
す
る
場
合

２　

年
金
収
入
１
８
０
万
円
未
満

の
人
が
住
民
基
本
台
帳
上
の
世

帯
主
又
は
戸
籍
上
の
配
偶
者
の

口
座
か
ら
納
付
す
る
場
合

※
２
の
場
合
は
、
世
帯
主
又
は
配

偶
者
の
所
得
税
及
び
住
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。（
年
金
引
き
去
り
の

場
合
は
、
被
保
険
者
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。）

※
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
申
し

出
の
際
は
預
金
通
帳
と
通
帳
の

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
生
活
課

�
３
４
―

０
９
６
２

◯有
 
　

５
―

３
３
４
０

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

広
域
連
合
事
務
局

　
　

�
（
０
７
８
）
３
２
６
―
２
０
２
１

（
保
険
料
額
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
）
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　神河町発足以来の懸案事項であり町行革の検討項目でありました「期日前投票所設置期間や時間、
投票所の適正な配置」について委員会協議を重ねた結果、次のとおり変更させていただくことに決定
しました。環境が大きく変わりますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
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　近々執行予定の衆議院総選挙、及び、来年夏予定の県知事選挙については、従来どおり２５投票区
で行いますので、お間違えのないようお願いします。

．．
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　町内には、１２箇所の下水道処理場と６９箇所のマンホールポンプ場があり、自然流下しない場所
はポンプで圧送していますが、異物の流入によりポンプ故障が度々発生しています。分解して調
査するとＴシャツが詰まっていたことがありました。他にもペーパータオル、おしり拭き、生理
用品などによる故障が発生しています。
　下水道は何でも流せるというものではありません。下水道は自然環境や生活環境をよくするた
めの公共財産です。このため下水道を使用する一人ひとりが注意をして施設を長く使っていける
ようご協力ください。

�������������������������������� �������������������������������� �������������������������������� �������������������������������� ����������������������������������������� 

�必ず水に溶けるトイレットペーパーを使いま
しょう。ティッシュペーパーやちり紙は流さな
いようにしましょう。
�タバコ・ナイロン・避妊具・生理用品・紙おむ
つ・タオルなどのゴミは流せません。
�トイレに物を落とさないようにしましょう。

�������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �����������������������������������������

�排水口からゴミが流れ出ないよう、三角コー
ナーや排水口に水切り袋をつけましょう。
�食用油（天ぷら油・サラダ油など）は絶対に流
さないでください。紙や布きれにしみ込ませて
「燃えるゴミ」として出しましょう。
�野菜くずや魚のアラなど、
　水と一緒に流さないように
　しましょう。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������� 

�洗濯は無リン洗剤を使いましょう。合成（有リ
ン）洗剤は微生物で汚水を処理している処理場
の機能に支障をきたしますので使わないように
しましょう。
�髪の毛が流れ出ないよう、
　風呂場や洗面所の排水口
　にも毛髪受けを設置しま
　しょう。

　各家庭にはクリーン桝が設置されており、台所・風呂場・洗面台な
どからのゴミや毛が処理施設に流れてこないようになっていますが、
掃除をしないとゴミが流出したり、内部で腐敗して臭気の原因となり
ます。定期的な点検と掃除をお願いします。なお、掃除の間隔は使用
人数や使用方法によって異なりますが、２週間に１回程度点検をし、
必要に応じて掃除をしてください。
（除去したゴミは水を切り、生ゴミとして処理してください。）

���������

▲ポンプに詰まっていたＴシャツ

�クリーン桝の蓋を開けたところ

�� �� ��� � �� � �
���

�

　下水道処理への関心の高さから順調につなぎ込みがな
され、水洗化率が約９７％となっている反面、下水道施設
使用に対するマナーの低下が目立つようになりました。

��������	
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神
河
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

　

月
１
日
（
水
）
か
ら
下
記
の
と

１０お
り
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
。

※
な
お
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
時
刻

表
は
、
最
寄
り
の
公
共
施
設

（
役
場
、
神
崎
支
庁
舎
、
公
立

神
崎
総
合
病
院
、
神
姫
Ｇ
Ｂ
）

窓
口
・
バ
ス
車
内
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

時
刻
表
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
株
式
会
社

�
３
２
―

１
０
２
１

��

�
�
�
�
�
�
�
�
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高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
化

し
て
き
て
お
り
、
全
国
的
に
高
齢

者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
動

き
が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
も
こ
の
動
き
に
沿
っ

て
、　

月
１
日
か
ら
県
内
の
バ
ス

１０

会
社
を
先
頭
に
、
高
齢
者
の
自
動

車
運
転
免
許
証
返
納
者
に
は
、
運

賃
を
半
額
に
す
る
な
ど
の
特
典
を

設
け
、
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

神
河
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

で
も
同
様
に
、　

月
１
日
か
ら
、

１０

昭
和　

年
以
前
に
生
ま
れ
た
運
転

１８

免
許
返
納
者
の
う
ち
、
公
安
委
員

会
が
発
行
す
る
「
運
転
経
歴
証
明

書
」
を
降
車
時
に
バ
ス
運
転
手
に

提
示
さ
れ
た
方
は
、
�
�
�
�
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
　

�
３
２
―

１
０
２
１

　

役
場
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
　
　
　
　

�
３
４
―

０
１
８
５

　近年、都市住民の間では田舎暮らし志向が高まりつつあり、田舎暮らしを
望む方々から町内の空き家の問い合わせが増えつつあります。
　町内の売りたい、貸したい空き家・空き土地がありましたら、情報提供し
ていきたいと思いますので情報をお寄せください。また空き家・空き土地を
お探しの方はお問い合わせください。
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地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。

�

�

���������	
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������

� � � � � � � � 	

　８月２３・２４日の両日、山田地区の「神崎くるみが磯
リンゴ園」において「夏香」の収穫祭が行われました。
　２３日 (土 ) は小雨が降るあいにくの天気となりまし
たが１１組３８名、翌２４日 (日 ) は天気にも恵まれ、３０
組１５３名のオーナーとその家族が来園、木一杯に実っ
たりんごを思い思いに収穫されました。
　また、収穫後は管理組合で準備いただいた、りんご
果汁１００％の絞りたてジュースが振る舞われ、収穫し
たてのりんごと併せ、一足早く秋の味覚を楽しみまし
た。今年は雨が少なかったため、やや小ぶりながらも、
甘みが強く美味しいとの事です。

　９月下旬には「やたか」の収穫祭が予定されています。今年は例年に比べ「やたか」が豊作の
ようで、皆さん次回の収穫を楽しみに園を後にされました。

　８月３０日（土）姫路市網干南ふれあいの館体育館で第２７回柔術
棒術拳法空手道修道館連合会大会が開催され、神河町空手協会から
２０名の道場生が参加し試合や演武に出場しました。
　当日は姫路近辺（姫路、高砂、加古川、神河）の七つの空手道場
から約１５０名の小学生から一般成人までの選手が出場し、日頃の練
習の成果を競い合いました。
　神河町空手協会の道場生は週３回の稽古で技を磨き、大会におい
て全員が持てる力を十分に発揮し優秀な成績を収めました。
入賞者は次のとおりです。

��������	
��
���������������

　８月２７日（水）兵庫県電気工事工業組合播州支部神崎地区
の組合員さんと関西電力（株）姫路支店の社員のみなさんによ
り無料電気設備診断が実施されました。これは８月の「電気使
用安全月間」にあわせて、漏電などによる火災から文化財や学
校施設等を守るため、みなさんのご厚意で毎年行われています。
　今回対象となったのは川上幼稚園、南小田小学校等８箇所で、
診断後には改善点が報告されました。点検していただきありが
とうございました。

��������	
��

　８月１８日（月）、町長が白寿を迎えられた木村コユリさん（比延）を訪問し、お祝いの品を贈りました。
これからも健康に気をつけ長生きしてくださいね。

　道場生を募集しています。ぜひ一度練
習を見に来てください。
練習日　週３回　月・水・金曜日
　　　　午後６時～８時（祝祭日を除く）
場　所　寺前小学校体育館　

�����

　小学１・２年の部　　３位　仲田遥貴
������　
　小学３・４年の部
　　優勝　山長孝太郎　３位　小林拓矢
　小学５・６年の部
　　優勝　鉱納郁弥　　２位　丹羽陣太郎　　３位　山下結衣
　　優秀賞　小林真大、岡本蘭香、鴛田真生人
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現
在
、
町
税
等
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
方
に
は
、
振
替
の
都
度
「
口
座

振
替
領
収
証
書
」
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
町
の
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
経
費

節
減
及
び
省
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
２１

４
月
よ
り
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

な
お
、
口
座
振
替
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
振

替
元
の
預
金
通
帳
の
記
帳
で
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 
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個
人
住
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

�
�
�
�

　

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

◎
軽
自
動
車
税
の
「
軽
自
動
車
納
税
証
明
書
（
継
続

検
査
用
）」
は
送
付
し
ま
す
。 

◎
何
ら
か
の
都
合
に
よ
り
「
口
座
振
替
領
収
証
書
」

が
必
要
な
方
は
、
別
途
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
播
北
部
行
政
事
務
組
合
で
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３
月

２１

２４

ま
で
を
委
託
期
間
と
す
る
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
ご
み
）
収
集
運
搬
業
務
の

委
託
に
つ
い
て
、
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
は
、
入
札
参
加
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
安
全

で
効
率
の
良
い
ご
み
収
集
運
搬
計
画
書
と
見
積
価
格
に
つ
い
て
、
総
合
的

に
審
査
を
お
こ
な
い
委
託
契
約
者
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
総
合
評

価
方
式
に
よ
る
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
資
格
審
査
申
請

の
手
続
き
を
お
こ
な
い
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
満
た
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を
お
こ

な
い
審
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

�
��

�
�

１
、
収
集
区
域
内
に
本
店
（
本
社
）
が
あ
る
こ
と
。

２
、
廃
棄
物
処
理
業
収
集
運
搬
研
修
の
修
了
証
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

　
（
未
取
得
の
場
合
は
平
成　

年　

月
中
に
研
修
修
了
証
を
取
得
す
る
こ

２０

１２

と
を
条
件
に
可
）

３
、
そ
の
他
に
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
作
成
要
領
に
記
載
す
る
事
項

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

�
�
�
�
�
�
�
�

・
申
請
書
は
中
播
北
部
行
政
事
務
組
合
の
指
定
様
式
と
し
ま
す
。

・
申
請
用
紙
は
中
播
北
部
行
政
事
務
組
合
又
は
各
町
の
担
当
窓
口
（
神
河

町
住
民
生
活
課
、
市
川
町
住
民
環
境
課
）
に
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

・
受
付
期
間
は
平
成　

年　

月
８
日
か
ら
平
成　

年　

月
７
日
ま
で
と
し

２０

１０

２０

１１

(

ま
す
。 

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
１

)

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。 

・
提
出
先
は
中
播
北
部
行
政
事
務
組
合
と
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
提
出
は

不
可
と
し
、
直
接
持
参
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

・
中
播
北
部
行
政
事
務
組
合　

�
３
２
―

２
８
８
８
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母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
方
を
対
象
と
し
て
、

特
別
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
は
、
母
子
専
門
相
談
員
（
弁
護
士
）
の

事
務
所
か
ら
遠
隔
地
で
面
接
相
談
を
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
域
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
、
法
律
的
な
専

門
知
識
が
必
要
な
内
容
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

日　

時　
　

月
４
日
（
木
）

１２

場　

所　

姫
路
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　

５
階　

５
０
１
号
会
議
室

申
し
込
み　

福
崎
健
康
福
祉
事
務
所　

地
域
福
祉
課　

　
　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
８
１
―

９
２
１
４

そ
の
他

・
相
談
は
事
前
に
相
談
内
容
を
お
聞
き
し
て
申
し
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

月　

日
（
火
）
ま
で
に

１１

１８

福
崎
健
康
福
祉
事
務
所
又
は
住
民
生
活
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 
事
前
に
ご
連
絡
の
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
当
日
対

応
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
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�
�
�
�
�
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町
条
例
で
は
、
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
氏
名
（
名

称
）・
所
在
及
び
地
積
・
家
屋
の
所
在
・
所
有
者
・

家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
用
途
・
床
面
積
・
住
居

の
数
等
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
神
河
町
税
条
例
第　

条
）

７４

　

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・
取
り
壊
し
・
売
買

な
ど
を
さ
れ
た
場
合
は
、
税
務
課
へ
申
告
も
し
く
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
の
課
税
状
況
を
確

認
さ
れ
た
い
方
は
、
役
場
本
庁
税
務
課　

固
定
資
産

税
担
当
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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若
い
皆
さ
ん
は
「
年
金
は
お
年
寄
り
の
た
め
の
も
の
」
と
考
え
が
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
の
日
本
は
、
家
族
で
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
の
が
一
般
的

で
あ
り
、
ま
た
私
的
な
貯
蓄
等
に
よ
っ
て
老
後
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
貯
蓄
に
は
弱
点
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
寿
命
は
予

想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
十
分
な
貯
蓄
額
を
事

前
に
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
若
い
頃
か
ら
寿
命
を
全
う
す
る
ま

で
に
は
長
い
時
間
が
あ
り
、
予
想
を
超
え
る
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
貯
蓄
の
目

減
り
な
ど
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
仕
送
り
に
頼
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
自

身
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
も
全
て
の
人
が
仕
送
り
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
�
�
�
�
�
�
�
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公
的
年
金
は
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
で
高
齢
者
世
代
を
支
え
る
と
い

う
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
を
基
本
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
人
ひ
と
り
で
私
的
に
行
っ
て
い
た
老
親
の
扶
養
や
仕
送
り
を
社
会
全
体

の
仕
組
み
で
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
す
。
現
役
世
代
が
全
員
ル
ー
ル
に
し
た

が
っ
て
保
険
料
を
納
付
し
、
そ
の
と
き
の
高
齢
者
全
体
を
支
え
る
仕
組
み

は
、
私
的
な
扶
養
の
不
安
定
性
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
年
金
を
受
け
る
頃
の
将
来
の
経
済
社
会
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
予

測
が
つ
か
な
い
中
で
、
公
的
年
金
は
、
基
本
的
に
物
価
の
変
動
に
応
じ
て

支
給
額
が
変
動
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
の
経
済
変
動
に
も
十

分
堪
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
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年
金
は
、
高
齢
者
世
代
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若
い
世
代
に

と
っ
て
も
自
分
の
親
の
私
的
な
扶
養
や
自
分
自
身
の
老
後
の
心
配
を
取
り

除
く
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
年
金
は
国
民
の
生
活
、
経
済
か
ら
み
て
不
可
欠
か
つ
重
要

な
存
在
で
す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
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神
河
町
で
は
、
寝
た
き
り
の
原
因
第
２
位
で
あ
る

「
転
倒
・
骨
折
」
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
生
き
生

き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
「
こ
け
へ
ん

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

最
近
「
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
け
て
」「
低
い
段
差
で
も

よ
く
つ
ま
ず
い
て
」
等
・
・
・
日
常
生
活
の
ほ
ん
の

さ
さ
い
な
動
作
が
き
っ
か
け
で
転
倒
・
骨
折
し
な
い

た
め
、
今
か
ら
楽
し
く
転
倒
・
骨
折
し
に
く
い
体
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日

　
　

月　

日
（
金
）・　

月　

日
（
金
）

１０

１７

１０

３１

　
　

月　

日
（
金
）・　

月　

日
（
金
）

１１

１４

１１

２８

　
　

月　

日
（
金
）・　

月　

日
（
金
）　
　

計
６
回

１２

１２

１２

１９

時　

間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

場　

所　

神
崎
支
庁
舎

対
象
者　

町
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

６５

内　

容　

簡
単
な
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
料
・
お
茶
代
と
し
て
）

締
切
り　
　

月
８
日
（
水
）

１０
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行
政
相
談
は
、
役
所
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
関
す

る
み
な
さ
ま
の
苦
情
や
ご
意
見
等
を
受
付
け
、
そ
の

解
決
を
通
じ
て
行
政
運
営
の
改
善
を
図
る
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
に
は
、
全
国
一
斉
に
各
種
相
談
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
神
河
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

下
記
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
に
あ
わ
せ
て
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

日　

時　
　

月　

日
（
金
）

１０

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

場　

所　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　

神
河
町
行
政
相
談
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）

�
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指
定
・
種
別　
　
　

神
河
町
指
定
有
形
文
化
財
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
造
物

　

指
定
年
月
日　
　
　

平
成　
　

年
３
月　

日

１９

１３

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
吉
冨
１
８
７
８

　

所
有
者
（
管
理
者
）
吉
冨
区

　

時　

代　
　
　
　
　

江
戸
時
代
中
期
（　

世
紀
）

１８

�
�
�
�
�
�
�
�
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　温水プールの水の全面入替え及び、
施設メンテナンスを実施いたしますので、下
記の期間を臨時休館とさせて頂きます。ご利
用の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
休館の期間
　　１０月２６日（日）～１１月８日（土）
問い合わせ
　温水プール�３５－０５３６まで。
（月曜日は休館です。祝日の場合は翌火曜日です。）
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振替授業ができます。

�����������
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吉
冨
区
は
鎌
倉
時
代
の
興
福
寺
文
書
に
よ
る
と
「 
播 

は
り

 
磨  
国  
吉
殿  
荘 
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
日

ま 

の
く
に 
よ
し
と
の し
ょ
う

神
社
は
江
戸
時
代
に
寺
領　

石
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

２０

　

春
日
神
社
は
神
河
町
内
に
現
存
す
る
江
戸
時
代
に
建

立
さ
れ
た
神
社
・
仏
閣
等
の
調
査
に
よ
っ
て
、
本
殿
は

切
り
妻
造
り
の
大
規
模
な
本
殿
で 
厨
子 
と
も
に
極
め
て

ず

し

上
質
な
建
物
で
あ
り
、
棟
札
よ
り
寛
保
３
（
１
７
４
３
）

年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
拝
殿
に
は
棟

札
が
残
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
建
築
様
式
な
ど
か
ら
同

じ
頃
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

吉
冨
春
日
神
社
は
、
建
築
的
価
値
も
高
い
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の

で
す
。　

月　

日
〜　

月
７
日
の
期
間
に
兵
庫
県
立
歴

１０

１８

１２

史
博
物
館
で
、
開
催
さ
れ
る
特
別
展
「
ふ
る
さ
と
の

神
々
―
祝
祭
の
空
間
と
美
の
伝
統
―
」
に
神
像
が
出
展

さ
れ
ま
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（春日神社　拝殿）

（春日神社　本殿）

　　　　

日　時　１１月９日（日）雨天中止
　　　　午前１０時～午後２時まで
場　所　神河町福本　福本遺跡
内　容　
○勾玉つくり　先着５０名　参加費２５０円
○縄文クッキーの試食
　午前１１時と午後１時の２回
○竪穴式住居の屋根葺き
　１０時～１２時迄　自由参加
○縄文（雑穀）・古代（黒米）・現代（白米）のおにぎり
と豚汁のバザー
○遺跡ウォーク　午前９時３０分受付　１０時１０分出発
　　　　　　　　　（事前申し込みが必要です。）
　遺跡の説明案内（県教委　深井明比古氏）
　　　　　　　　午後１時より
問い合わせ
　　　　神河町教育委員会　教育課社会教育係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　�３４－０２１２
主　催　神河町教育委員会
共　催　福本区
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　お好きな時間にお好きなレッスンを受講し
ていただけます。
　初心者の方から上級者向けのレッスンまで、
幅広く用意しております。「泳ぐのは…
ちょっと」とお思いの方には、簡単な水中運
動もありますよ。

IC�

IC�

（案内図）

（福本遺跡の
　弥生時代のくらし想像図）
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神河やまびこ学園　�３３－００１３　http://www.town.kamikawa.hyogo.jp/yamabiko/
※インターネット上でも詳しい情報、申込書のダウンロードが可能です。
※やまびこ学園生の生活を記録したブログ「やまびこだより」も日々更新中�

��������

� � � �

　センター主催で４事業行われた夏休み短期山村留学は、大好評の
中で無事終了致しました。９月６日（姫路）、７日（大阪）には、
保護者と参加者、職員とボランティアリーダーが再び集まって報告
会を行いました。報告書の配布、スライドによる活動と食事の紹介、
約５５０枚に及ぶ写真の頒布を行い、再会を楽しみました。
　また、夏休み中は、２０人規模から９０人規模まで一般の研修宿泊受
け入れも多数あり、特に、町内外の剣道、空手、サッカー、バレー
ボールなどのスポーツクラブの合宿を中心に、多くの利用がありま
した。９月末には、ＣＯＮＥ（自然体験活動推進協議会）による研
修「大人の山村留学」も行われます。
　たくさんのご利用、ありがとうございます。

　８月３０日（土）、夏休みを保護者のもとで過ごした１２
名の学園生が、元気に学園に帰ってきました。学園生の
田んぼ（※足立智信さんからお借りしています）は、す
でに稲穂が垂れて色づいて、鳥たちが元気に飛び回り…
というわけで、９月１日、始業式で学校が午前で終わっ
て帰ってくると、１人１本ずつかかしを作ることにしま
した。慣れた手つきで竹を切り、昨年の藁をまきつけ、
農家さんに頂いた古着をつけ、顔を描いていきました。
　いろんな顔のかかしが並び、静かな集落がちょっとに
ぎやかになっています。近くにお越しの際には、のぞい
てみてください。

　私達は日常生活の中で、様々なストレスを受けています。
　運動やスポーツで体を動かすことは、良いストレス解消法
の一つです。　過度のスポーツは逆効果ですが、無理のない
自分の体に合ったペースで出来る運動・スポーツならば、ス
トレス解消以外にも、健康増進やダイエット効果などもあり
ます。
　また、動いた後の心地よい疲れが、食欲と快適な睡眠をも
たらしてくれます。
　ウォーキングやジョギング、水泳、エアロビクス、サイク
リング、親しい仲間と一緒に出来るゴルフや野球など手軽に
行えて、自分が好きな運動をすることが重要です。
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�������
健康体操と笑いでストレス解消

体育館で練習中の剣道クラブ（夢前）
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　今年のケアステーションかんざきの地域公開講座は、
『おとなの知らない子どものちから～子どもの可能性を
引き出す子育て～』と題して、ＮＰＯ法人生涯学習サ
ポート兵庫の榎本英樹さんをお招きし、お話いただきま
す。
　榎本さんは、キャンプや体験学習の企画・指導や子育
てについての講演など、子どもに関わるさまざまな活動
を行っておられます。
　子どもの持っている力をうまく引き出していくことは、
多くの親御さんにとって関心の高いテーマであると思い
ます。
　しかし私たち大人は、子どもたちの持っている素晴ら

�
�
�
�
�

� �
その他次回の予定実　施　日受 付 時 間対　象　者行　事　名 と　こ　ろ

妊娠届、印鑑を
持参してくださ
い

１１月６日�
����������

１３：３０～１３：４５妊娠の届出をさ
れる方

母子健康手帳交付
（ 母 親 教 室 ） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

１２月２６日�
Ｈ２０．７．２５～　　
　　９ .２６日生まれ

��������	
１３：００～１３：３０

生後３・４カ月児
Ｈ２０．５．２３～
　　　７．２４日生まれ

３ カ 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

１１月２８日�
Ｈ２０．７．２５～　　
　　９ .２６日生まれ

１３：３０～１４：００２・３カ月児
も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室）

相談希望の方は
ご参加ください

１１月７日�
神崎支庁舎

���������
１３：３０～１４：３０

７カ月児・１歳児
Ｈ２０．２月生まれ
Ｈ１９．９月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

１１月２５日�
Ｈ１８．９・１０月生まれ１３：３０～１４：３０２歳１・２カ月児

２ 歳 児 相 談
（むし歯予防教室）

＊個別に案内し
ます

１１月２６日�
Ｈ１９．３～５月生まれ１３：００～１３：３０１歳６・７・８カ月児

１ 歳 ６ カ 月 児
健 診

＊個別に案内し
ます

Ｈ２１年　　　
１月２８日�
Ｈ１７．９～１１月生まれ

���������
１３：００～１３：３０

３歳２・３・４カ月児
Ｈ１７．６月～８月生ま
れ

３ 歳 児 健 診
神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

１２月２４日�
Ｈ１６．１０～　　　
　　　　１２月生まれ

１３：３０～１４：００４歳児４ 歳 児 相 談

１１月４日�
９：００～　
　　１２：００

����������
９：００～１２：００一般住民

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 神崎支庁舎（神河町保健センター）
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しい才能や力を十分に理解できているのでしょうか？
　今回は、子どもの力や可能性を私たち大人が気づくた
めの視点や子どもの力を引き出すために大切なことにつ
いて、みなさんと一緒に考えてみたいと思います。
榎本さんのエピソードやレクリエーションを交えた楽し
いご講演を聴いて、日頃の子育てを振り返ってみません
か？
　多くの方のご参加をお待ちしています！

テーマ :���������	
���
���
����������	
��
������

日　時：１１月１５日（土）　午後２時から４時
講　師：ＮＰＯ法人　生涯学習サポート兵庫
　　　　榎本　英樹　先生
場　所：ケアステーションかんざき　２階研修ホール
参加費：無料　（託児あり）
その他：駐車場は神崎総合病院南駐車場をご利用ください
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①���は、ゆでて３�に切る。

　����をかけ、しょうゆ洗いをして、絞る。

②���はフライパンで両面焼いて、１�厚さに切る。

③�を合わせ、���、���の順に和える。

（男性の料理教室レシピより）
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エネルギー １２１Kcal
たんぱく質 ３.４�
塩　　　分 ０.７５�   

Ａ

　

今
年
度
の
町
ぐ
る
み
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
を
対

象
に　

月　

日
の
日
曜
日
に
町
ぐ
る
み
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

１０

２６

今
年
度
最
後
の
町
ぐ
る
み
健
診
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
！

　
　

実 
施 
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２６

　
　

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

００

　
　

実
施
場
所　

神
崎
支
庁
舎

�
�
�
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月　

日
（
月
）
か
ら
町
内
の
３
か
所
の

１０

２０

医
療
機
関
で
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。　

歳
以
上
の
方
に

６５

は
、　

月
上
旬
に
封
書
に
て
個
別
に
ご
案
内

１０

い
た
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
案
内
書
を
よ

く
読
ん
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
　

月　

日
（
月
）
〜

１０

２０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日
（
土
）

１２

２７

実
施
場
所　

町
内
の
医
療
機
関

　
　
（
公
立
神
崎
総
合
病
院
・
山
本
医
院
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
岩
医
院
）

 
対
象
者 
　

　

�
満　

才
以
上
の
方

６５

　

�
満　

歳
〜　

歳
ま
で
の
方
で
身
障
手
帳

６０

６４

１
級
（
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

に
係
る
障
害
）
を
お
持
ち
の
方

実
施
方
法　

集
落
ご
と
に
実
施
日
を
設
け
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て

指
定
し
て
い
る
期
間
、
日
時
に
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
回
数
は
、
1
回
で

す
。　
（
電
話
予
約
は
不
要
）

個
人
負
担
金　

２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
�
３
４
―

０
９
８
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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※
特
定
健
康
診
査
受
診
券
は
、
昭
和
９
年
４
月
〜

昭
和　

年
３
月
生
ま
れ
で
神
河
町
国
民
健
康
保

４４

険
以
外
に
ご
加
入
の
方
が
特
定
基
本
健
診
を
受

診
さ
れ
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
受

診
券
が
必
要
な
方
で
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
方
は
、
健
診
日
に
間
に
合
う
よ
う
大
至
急
、

医
療
保
険
者
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
が
ん

検
診
の
み
の
受
診
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
総
合
健
診
受
診
票
、
尿
や
便
の
容
器
は
、
お
手

持
ち
の
も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
紛
失
等
の

場
合
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
日
曜
健
診
は
対
象
地
区
や
受
診
時
間
を
指
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
混
雑
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
総
合
健
診
受
診
票
と
同
封
の
受
診
に
際
し
て
の

注
意
事
項
等
を
よ
く
読
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
不
明
な
点
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
課　

�
３
２
―

２
４
２
１
】
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毎
年
、
約
６
０
０
０
人
の
方
が
、
突
然
、
白

血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
方
は
、
骨
髄
移
植
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
助
か
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
白
血
球
の
型
が
一
致
す
る
骨
髄
提
供
者

（
ド
ナ
ー
）
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
一
致
す

る
確
率
は
わ
ず
か
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
一
人

で
す
。
で
す
か
ら
、
一
人
の
患
者
さ
ん
を
救
う

た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
、

ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
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骨
髄
は
、
腰
や
胸
の
硬
い
骨
の
内
部
に
あ
る

海
綿
状
の
組
織
で
す
。
そ
こ
は
骨
髄
液
で
満
た

さ
れ
て
い
て
、
血
液
成
分
の
赤
血
球
、
白
血
球
、

血
小
板
な
ど
の
血
液
細
胞
の
も
と
に
な
る
造
血

幹
細
胞
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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白
血
病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
等
の
難
治

性
血
液
疾
患
に
対
す
る
有
効
な
治
療
法
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
病
気
に
お
か
さ

れ
た
骨
髄
幹
細
胞
を
、
ド
ナ
ー
の
方
の
骨
髄
幹

細
胞
と
入
れ
替
え
る
（
実
際
は
骨
髄
液
を
点
滴

静
注
す
る
）
こ
と
に
よ
り
、
正
常
な
造
血
機
能

を
回
復
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
骨
や
臓
器
の

移
植
で
は
な
く
骨
髄
液
の
移
植
の
こ
と
で
す
。
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・
年
齢
が　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健
康
な
方

１８

５４

・
体
重
が
男
性　

㎏
以
上
／
女
性　

㎏
以
上
の
方

４５

４０

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
方

・
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の
同
意
を
得
て
い
る
方
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骨
髄
を
提
供
で
き
る
年
齢
は　

歳
以
上
、　

２０

５５

歳
以
下
で
す
。

　
（
適
合
検
索
が
開
始
さ
れ
る
の
は　

歳
か
ら
で
す
。

２０

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
は
、

満　

歳
の
誕
生
日
で
登
録
取
り
消
し
に
な
り
ま
す
）

５５
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詳
し
く
は
、
�
骨
髄
移
植
推
進
財
団

　

�
（
０
１
２
０
）
４
４
５
―

４
４
５

http://w
w
w
.jm
dp.or.jp/)

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（        
 
 
   
          

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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結
核
菌
が
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
空

気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ

と
で
肺
や
内
臓
が
お
か
さ
れ
る
病
気
で
す
。

免
疫
が
な
い
若
い
世
代
や
病
原
体
へ
の
抵

抗
力
が
落
ち
た
高
齢
者
が
発
病
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
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・
初
期
症
状

　
　

咳
、
た
ん
、
熱
が
出
る
な
ど
風
に
よ

く
似
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。
咳
、
た
ん

な
ど
が
２
週
間
以
上
続
く
よ
う
な
ら
要

注
意
。

・
病
状
が
進
む
と

　
　

全
身
の
け
ん
怠
感
、
胸
の
痛
み
、
食

欲
が
な
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
血
を

吐
い
た
り
、
肺
に
炎
症
を
引
き
起
こ
し

た
り
し
て
、
肺
の
組
織
が
破
壊
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

・
乳
幼
児
は
生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら
決

め
ら
れ
た
時
期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

・
年
に
一
度
は
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
な

ど
の
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
、
病
原
体
の

抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

・
長
引
く
咳
な
ど
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ

ば
、
直
ち
に
医
療
機
関
へ
行
き
ま
し
ょ

う
。
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発
病
す
る
方
の
半
数
以
上
が　

歳
以
上

６０

の
方
で
す
。
特
に
、
若
い
こ
ろ
に
結
核
に

感
染
し
た
人
が
、
高
齢
に
な
っ
て
病
原
体

へ
の
抵
抗
力
が
落
ち
た
こ
と
に
よ
り
、
再

度
結
核
を
発
病
す
る
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

高
齢
の
方
は
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
な

ど
に
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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において姫路赤十字血液セ
ンターから献血車を配車し
ていただき、愛の助け合い
献血ルームを開設します。
　今回の献血会場では、骨
髄バンクドナー登録の手続
きができますので、住民の
皆様のご協力をお願いしま
す。
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�

外科の森田晋介医師の退職
に伴い、９月１日付けで、
新しく吉田勲医師が着任
されました。
　よろしくお願いします。
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　９月５日（金）～７日（日）までの３日間、神河町神崎公民館　
神崎体育センターにおいて、ハートがふれあう住民自治の町『神河
町』としての第３回美術展が開催されました。合併前を通算しますと２３回になります。
　日本画、洋画、書、写真、彫塑工芸の５部門合わせて１９０点の作品が、町内ほか県下各地、県外（京都
府）からも出展され、レベルの高い盛大な美術展となりました。
　表彰式は９月７日（日）午後３時より神崎公民館大ホールで行われました。
　各部門の受賞者及び招待・委嘱は次の通りです。（敬称略）

���

������������
�����
����� ������������

����������������
��������	
�����

�����������
��������	
��
�

�����

� � � � � �

���������
�����
�����

������������
�����
�����

�������
�����
�����

�������
��������	
�

�����

�������
�������
�����

������������	
�������
�����

�������
�����
�����

�������������������������

����������������������������������������� � � � �

������������������������������������������������

�������������������������������������������������

��������������������������������������������������

�������������������������������������������������

���������������������������������������������������

�������������������������������������������������

����������������������������������������
� � � � � � �� � � � 	
�������������

����������������������������������������� � �

����������������������������������������� � �

������������������������� � �

����������������� � �

����������������������������������������� � � �

������������������������

����������������� � � �

����������������

����������������

��������

����������������������������������������� � �

▲
審
査
風
景



平成２０年１０月１日 ��

���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ����������� � � � � � ��������������

���������������

�� � � � � � �

★ペーパーフラワー展
　　　　（出展協力：後藤登美子（吉冨））

���
���

★ちぎり絵展（出展協力：ひまわりちぎり絵クラブ）���
���

��������	
��
������������������������ !"

内　　　　　　容時　　間月　　日

教養講座�　　京都大徳寺　尾関宗園和尚の法話と大仙院見学
館外研修　　　金閣寺拝観
京都方面　　　梅小路蒸気機関車館見学

出発　８：００
帰着　１９：００

１０月９日�
（両学級合同）

� � � �� � � � 	 
� � � � � �

１０月なし

��������	

��������	
��

�����日時　１１月１日（土）・２日（日）・３日（祝）
　　　　　　　　９：００～１８：００
　　　　　会場　神崎公民館　神崎体育センター
������日時　１１月３日（祝）９：００～１６：００
　　　　　会場　中央公民館　グリンデルホール
�����日時　１１月１日（土）～１０日（月）
　　　　　会場　神崎公民館　神崎体育センター

� � � � � � � � � �

� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

会場：神崎公民館�������

内　　　　容時　間月　日
「ノロウイルス感染予防対策」
　福崎健康福祉事務所・福崎保健所
　　　講師　重里　康久 先生

１３：３０～　
　１５：００１０月２５日�

� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

１０：００～
１０月   ３日�　�

古 文 書 教 室
１０月１７日�　�

１９：３０～

１０月１５日�　�開級式

パ ソ コ ン 教 室

１０月１７日�　�

１０月２２日�　�

１０月２４日�　�

１０月２９日�　�

１０月３１日�　�閉級式

９：３０～１０月   ４日�　�楽しいマナー教室

１９：３０～
１０月  ７日�　�　英 会 話 教 室

　　（初級）　　 １０月２１日�　�

１０：００～１０月１１日�　�わんぱく音楽教室

１０：００～１０月２５日�　�ワクワク工作教室

１０：００～１０月 １１日�　�子ども茶道教室

９：００～１０月１１日�　�楽 し い
お菓子づくり教室

������

内　　　　容時　間月日

趣味講座�
（書道・民謡踊り・茶道・華道・園芸・
歌謡・野の花活け花・若返り）

９：４５　
～１１：４５

　

月　

日
�

１０

２３
教養講座�
　「歴史に学ぶ『篤姫』」
　　歴史研究家　黒田美江子先生

１３：００　
～１４：３０

お菓子づくり教室 ワクワク工作教室
（科学の祭典　県立大学にて）

�����

子ども茶道教室 楽しいマナー教室

英会話教室（初級）
（成人対象）

わんぱく音楽教室
（含む成人）

�������������������

　演奏：キャッスルジャズバンド
　主催：文化協会
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プラチナタウン 楡　　周平
いすヾ鳴る 山本　一力
蘭学者　川本幸民 北　　康利
いまこそ国益を問え 櫻井よしこ
エイジハラスメント 内館　牧子
マグロが減るとカラスが増える？ 小澤　祥司
おつまみ横丁 編集工房桃庵【編】
水のしろたえ　 末吉　暁子
日本全国鉄道旅行
絵解き江戸しぐさ 和城　伊勢
じいじのさくら山 松成真理子

�������

気をつけ、礼 重松　　清
日本ＦＯＯＤ記 古田ゆかり
一朝の夢　 梶　よう子
息を吸って吐くように目標達成できる本　　　　
 和田　裕美
日本の食生活全集
　聞き書き　京都の食事 農村漁村文化協会
　聞き書き　大阪の食事 農村漁村文化協会
　聞き書き　滋賀の食事 農村漁村文化協会
　聞き書き　和歌山の食事 農村漁村文化協会
　聞き書き　奈良の食事 農村漁村文化協会
　聞き書き　三重の食事 農村漁村文化協会
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　　　　　　　　僕は、あの頃の先生より歳をとった―それで
も、先生はずっと、僕の先生だった。受験の役には立たなかっ
たし、何かを教わったんだということにさえ、若いうちは気づ
かなかった。オトナになってからわかった…画家になる夢に破
れた美術教師、ニール・ヤングを教えてくれた物理の先生、怖
いけど本当は優しい保健室のおばちゃん。
　教師と教え子との、懐かしく、ちょっと寂しく、決して失わ
れない物語。時が流れること、生きていくことの切なさを、や
さしく包みこむ。

〔重松　清〕昭和３８年、岡山県生まれ。平成１１年、『ナイフ』
で坪田譲治文学賞、『エイジ』で山本周五郎賞、平成１３年、『ビ
タミンＦ』で直木賞を受賞

�������

�������

　　　　　　　町長、老人集めて財政再建っ
て、どうやんのすか？　読めばわかります。
　平成の大合併からも爪弾き。財政破綻寸前
の田舎町が採った逆転の秘策とは？
　シリアスな問題に明るく切り込む、硬派な
新社会派小説！
　国だって老人を切り捨ててるっていうのに、
あの町長、モウ～、大したものだねえ。
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夕
立
雲
日
本
ア
ル
プ
ス
越
え
て
来
し　
　
　
　
　
　

近
沢　

正
人

街
に
来
て
そ
っ
と
か
け
た
る
サ
ン
グ
ラ
ス　
　
　
　

仲
川　

光
代

落
日
や
我
が
影
長
き
夏
山
路　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
元　

文
子

一
人
居
の
星
を
み
つ
め
る
夏
の
真
夜　
　
　
　
　
　

�
峰　

恭
子

出
来
た
て
の
豆
腐
を
つ
け
る
岩
清
水　
　
　
　
　
　

上
山
眞
智
子

突
然
に
夕
立
は
げ
し
小
旅
行　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
木　

依
子

手
の
窪
に
金
魚
泳
が
せ
水
替
え
る　
　
　
　
　
　
　

太
田　

敦
子

雨
止
み
て
一
際
燃
ゆ
る
百
日
紅　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

郁
子

学
童
の
病
棟
に
見
る
星
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　

梶
原　

康
子

黒
四
を
隠
す
山
霧
深
か
り
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
口　

孝
彦

行
き
先
は
青
田
の
中
の
一
軒
家　
　
　
　
　
　
　
　

近
沢　

節
子

掃
き
終
え
て
早
や
一
輪
の
凌
霄
花　
　
　
　
　
　
　

高
内　

和
子

�
�
��

�
�
�
�
	



川
風
を
入
れ
て
至
福
の
昼
寝
か
な　
　
　
　
　
　
　

大
仲
美
津
子

裸
の
子
て
れ
笑
す
る
仕
草
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

草
壁　

美
江

笑
せ
て
講
師
ひ
た
す
ら
扇
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

上
月　

孝
子

「
朝
の
友
」
な
つ
か
し
世
代
夏
休　
　
　
　
　
　
　

立
岩
あ
や
子

サ
イ
ダ
ー
の
泡
消
え
て
よ
り
話
初
む　
　
　
　
　
　

福
岡
ま
ゆ
み

土
蔵
の
み
残
る
生
家
や
蟻
地
獄　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
千
代
子

尽
き
も
せ
ぬ
昭
和
の
話
団
扇
風　
　
　
　
　
　
　
　

北
條　

静
香

極
楽
の
余
り
風
な
る
夏
の
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和　

初
子

夜
遅
く
帰
省
す
る
娘
や
風
涼
し　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
智
恵
子

�
�
�
�
�
�
�

野
良
仕
事
定
年
な
く
て
今
日
も
ま
た

　
　
　
　
　

草
に
越
さ
れ
て
耕
し
て
お
り　
　
　
　

藤
原　

昭
夫

捨
て
猫
を
育
て
て
お
り
し
若
夫
婦

　
　
　
　
　

猫
の
お
陰
か
初
の
お
目
出
度　
　
　
　

森　

ま
さ
子

夕
食
に
「
こ
れ
お
い
し
い
」
の
一
言
が

　
　
　
　
　

聞
き
た
い
ば
か
り
に
レ
シ
ピ
を
開
く　

屋
禰
ク
ニ
ヱ

含
羞
み
て
う
つ
む
く
時
の
君
の
そ
の

　
　
　
　
　

長
き
睫
毛
を
今
も
忘
れ
ず　
　
　
　
　

坂
田　
　

剛

伯
母
ち
ゃ
ん
は
お
婆
ち
ゃ
ん
の
妹
な
の

　
　
　
　
　

東
京
に
住
む
姉
に
孫
問
う　
　
　
　
　

佐
想　

京
子

�
�
�
�
�
�

大
空
や
銀
砂
き
ら
め
く
天
の
川　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　

一
声

峡
の
里
こ
が
す
花
火
の
空
せ
ま
し　
　
　
　
　
　
　

松
本　

千
芽

ひ
ざ
小
僧
輪
に
な
る
線
香
花
火
か
な　
　
　
　
　
　

山
名　

菊
女

送
り
火
へ
ふ
た
粒
み
粒
か
か
る
雨　
　
　
　
　
　
　

足
立　

次
女

炎
天
や
人
影
も
無
く
音
も
無
し　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

厚
子

夜
空
も
え
山
間
揺
ら
ぐ
遠
花
火　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

恵
子

��������
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東柏尾おいもほり９日�
きりん

グループ活動
１０：００～
１１：３０

町民体育館

ソフトバレー（うさぎ合同）２８日�

ソフトバレー７日�
こぐま

ソフトバレー（ひよこ合同）３０日�

東柏尾おいもほり１４日�
うさぎ

町民体育館ソフトバレー（きりん合同）２８日�

センター長谷さつまいもクッキング２０日�
ひよこ

町民体育館
ソフトバレー（こぐま合同）３０日�

運動ニュースポーツ１日�えぷろんママ

センター長谷クリスマス委員会２３日�クリスマス委員
はにおか
　　運動公園

どんぐり拾い２１日�全グループ１０：００～１２：００

センター長谷工作２４日�つくって
遊ぼう

自由活動
１０：００～１１：３０

町民体育館２歳児（１０：００～１０：５０）
３歳児（１１：００～１１：５０）

１７日�
３１日�

親　子
ハッピー体操

���������������������

����������	
���
���������	
��

�

☆古着をどうにかしてリサイクルしようとする
（捨てるのがもったいない）
★ビニール袋を再利用
☆果物の種を植えて実がなればラッキー。今年
はすいかができました。
★二世帯で金欠になると「一緒に食べよう」と
言って食費節約！お義母さんの冷蔵庫の食材
を使って。
☆ボディソープの詰め替えをボトルに入れ替え
るとき、うっかりこぼした固まりをタオルに
しみこませのばして洗おうとする私…しかも
すっかりふきとって…きれいなのかどうなの
か？？
★父ちゃんの仕事の服は限界まで縫って着せる。
☆ガソリン代はお義母さんが支払うことになっ
ている。でも遠くに行くときはなるべく有料
道路を使わないように気だけは使っている。
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　ねんねグループ　　１０：００～１０：５５
　あんよグループ　　１１：０５～１２：００
持ち物：体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭きタ
　　　　オル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はにこにこ教室（�３５－０６７７）まで連絡してください。
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神崎体育
センターみんなの運動会２日合　同木　

曜　

日

親子
ふれあい教室
１０：００～
　１１：３０ 遊戯ホール

なるほど講座１６日２歳児

なるほど講座３０日３歳児

元気組運動会７日
元気組火　

曜　

日

にんじん
クラブ
１０：００～
　１１：３０

グリーンエコーハイキングに行こう２１日

遊戯ホール

なかよし組運動会１４日
なかよし組

にんじん学習会２８日

わんぱく組運動会８日
わんぱく組

水
曜
日 グリーンエコー（木）てくてくハイキング２３日

創作室
１７日�
　フレッシュママ（妊娠中の方）と
　赤ちゃん（０歳児）親子のくつろぎタイム

たんぽぽくらぶ
１０：００～
　１１：３０

神崎体育
センター

２歳児　１０：００～
３歳児　１１：０５～

９日
２４日

金
曜
日

親子
ハッピー体操
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　体力をつけたい！肩こり ･腰痛 ･膝痛をなんと
かしたい！ウエストを細くしたい！一人ひとりが
小さな願いを持って、月２回、ゆっくりじわじわ
体をほぐしています。自分のペースに合わせてで
き、運動が苦手な人にもピッタリ。心身のリフ
レッシュにもなります。　練習が終わると体はポ
カポカに温まり、軽くなっています。
　町のファミリーサポート制度を利用し、託児
（有料）も行なっているので、小さなお子さんの
いるお母さんも参加され、幅広い年齢層が健康づ
くりに励んでいます。ヨガに興味のある方！一度
練習をのぞきに来てください。
場　所　神河町中央公民館 視聴覚室
日　時　月２回　　水曜日　１０：００～１１：３０
指導者　大塚　史枝 先生
代表者　森本　浩子

� � � � � �
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　　　�季節の本の読み聞かせ
　本の読み聞かせは子どもたちの感性を育むの
にとても大切です。本を読むのにも絶好の季節
になりました。これを機会にお父さんお母さん
も子どもたちと一緒に本の世界を楽しみません
か？

��������	���
���������	�
�
��

　　　�ピザ作り
　生地から作って野菜やたっぷりのチーズをの
せたらオーブンで７分間焼きます。ボリューム
満点のおいしいピザですよ。
���：エプロン、三角巾、お茶
　　　　材料費２００円
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月
の
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

１１
間
」
に
あ
わ
せ
て
神
河
町
青
少
年
健
全
育
成

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
今
感
じ
て
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　

町
青
少
年
補
導
委
員
会

共　

催　

教
育
委
員
会

日　

時　
　

月
８
日
（
土
）

１１

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

場　

所　

中
央
公
民
館
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

内　

容　

　

�　

町
内
小
・
中
・
高
校
生
の
主
張

　

�　

講
評
及
び
講
演 

　
　
　

講
師　
 
位
田 　

い
ん
で
ん

 
隆
久 　

氏

た
か
ひ
さ

　
　
　
　
（
ラ
イ
フ
ハ
ー
モ
ニ
ー
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　

元 
報
徳
学
園
中
学
・
高
等
学
校
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

夏
休
み
が
終
わ
り
、
長
期
休
業
中
申
し
込

み
児
童
の
参
加
が
な
く
な
っ
た
分
だ
け
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
二
学
期
の
学
童
保

育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
班
の
係
り

を
決
め
た
り
、
台
本
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り
し

て
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。「
み
ん
な
の
遊
び
」も
木
曜
日
に
行

う
こ
と
に
し
、
さ
っ
そ
く
４
日
に
子
ど
も
た

ち
が
相
談
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
で
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
９
月
の
目
標
は
「
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」
で
し
た
。
帰
る

と
き
の
自
分
の
荷
物
の
整
理
な
ど
、
低
学
年

で
も
自
分
で
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
掃
除
終
了
後
、

三
行
日
記
を
つ
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
日
一
日
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
を
記

述
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
過
ご
し
方
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
９
月

は
運
動
会
が
あ
り
、
残
暑
の
中
で
、
練
習
も

厳
し
か
っ
た
で
す
が
、

お
互
い
助
け
合
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
た
。

○
学
童
は
昼
間
保
護
者

等
が
仕
事
な
ど
で
家
に

い
な
い
家
庭
の
子
ど
も

た
ち
が
、
放
課
後
や
学

校
休
業
日
の
時
間
を
過

ご
す
た
め
の
場
所
で
す
。
親
が
わ
り
の
指
導

員
や
兄
姉
の
よ
う
な
上
級
生
た
ち
と
一
緒
に

安
定
し
た
人
間
関
係
の
中
で
過
ご
す
生
活
の

場
で
す
。

《
学
童
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
》

○
出
欠
等
の
連
絡
は
、
連
絡
帳
か
電
話
又
は

口
頭
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
特
に
学
校
を

休
ま
れ
る
日
は
、
ご
面
倒
で
す
が
学
童
に
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

粟
賀
学
童
保
育　

　
　
　
（
０
８
０
―

２
４
８
２
―

０
６
７
７
）

寺
前
学
童
保
育

　
　
　
（
０
８
０
―

２
４
８
２
―

０
３
８
８
）
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と　

き　
　

月
５
日
（
日
）

１０

　
　
　
　

午
前
９
時
受
付
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

峰
山
高
原
グ
ラ
ウ
ン
ド　

集
合

内　

容　

ハ
イ
キ
ン
グ　

　

①
砥
峰
高
原
・
夜
鷹
山
（　

㎞
）

１６

　

②
暁
晴
山
（
４
㎞
）

　

③
リ
ラ
ク
シ
ア
の
森
散
策
（
３
㎞
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
代
等
）

そ
の
他　

昼
食
、
飲
み
物
等
各
自
持
参

　

Ｊ
Ｒ
寺
前
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
有
り

参
加
申
込
み　

役
場　

地
域
振
興
課　

　

商
工
観
光
係　

�
３
４
―
０
９
７
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

　

こ
れ
か
ら
ス
ス
キ
の
見
頃
を
迎
え
る
砥
峰

高
原
。　

月
４
日
（
土
）
か
ら
直
通
バ
ス
を

１０

運
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
秋
の
砥
峰
高
原
へ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

と　

き　
　

月　

日（
日
）

１０

１９

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

内　

容　

川
上
小
学
校
児
童
に
よ
る
砥
峰
太

鼓
、
大
河
内
太
鼓
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

バ
ザ
ー
、
特
産
品
の
販
売
な
ど

�

�

�

�

�

と　

き　

　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

２５

１０

　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

２６

１０

と
こ
ろ　

姫
路
少
年
刑
務
所　

構
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姫
路
市
岩
端
）

内　

容　

刑
務
作
業
製
品
（
姫
路
独
楽
、
陶

器
、
木
工
家
具
な
ど
）
の
展
示
即
売
・
パ

ネ
ル
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ　

姫
路
少
年
刑
務
所

　

�
（
０
７
９
）
２
９
６
―
１
０
２
０

�
�
�
�
�
�
�
�
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私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
日
本
は
、
絶
え

ず
地
震
と
向
き
合
っ
て
生
活
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
震
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
宅
を
よ
く
知
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
役
場
で
は
、
木
造
住
宅

の
簡
易
耐
震
診
断
の
申
込
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内　
　

容　

建
築
士
が
、
住
宅
の
地
震
に
対

す
る
安
全
性
を
簡
便
な
方
法
で
評
価
し
、

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
報
告
書
に
ま
と

め
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

対
象
住
宅　

昭
和　

年
５
月
以
前
に
着
工
し

５６

た
戸
建
て
住
宅
（
平
成　

〜　

年
度
に
実

１２

１４

施
し
た
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
事
業
」
で

診
断
を
受
け
た
住
宅
を
除
く
）

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������

����
����������� �������

����������� �������

������������� ��� ���
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�※２００８年８月３１日現在　外国人含む
　（　）は先月比
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������ ��������

������ �������

������� �������

�����

�����������������

�����������������

����������������

������� ��������
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観
光
協
会
で
は
、
か
み
か
わ 
街
道  
十
五  
次 

か

い

ど

う

 じ

ゅ

う

ご

 つ

ぎ

２
０
０
８ 
森 
ン
ピ
ッ
ク
ラ
リ
ー
と
題
し
て
、

も

り

町
内
観
光
施
設
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

　

月　

日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

１１

３０

参
加
方
法　

参
加
施
設
又
は
役
場
、
観
光
協

会
に
応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
参
加
施
設

に
ス
タ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

３
ヵ
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

参
加
施
設

　

観
光
協
会

　

役
場
地
域
振
興
課

　
　
　

商
工
観
光
係

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

神
河
町
観
光
協
会

　
　

�
３
２
―

２
３
１
６

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������

《期　間》
　１０月４日（土）～１１月３
日（祝）までの毎週火・
木・土・日・祝日運行

　※１０月１４日（火）は運休
《料　金》
大人往復１８００円
小人（小学生）往復５００円
乗車チケットは、寺前駅前
バス乗車口、とのみね自然
交流館で販売
《ダイヤ》
寺前駅前発
　９：４０・１１：００
砥峰高原発
　１３：００・１４：３０・１６：００
《問い合わせ》
役場　地域振興課　
　商工観光係�３４－０９７１

　

最
近
、
郡
内
で
「
振
り
込
め
詐
欺
未
遂
」

「
ひ
っ
た
く
り
」「
車
上
荒
ら
し
」
事
案
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
／
聞
き
覚
え
の
な
い
者
か

ら
の
電
話
は
慌
て
ず
家
族
な
ど
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
／
後
ろ
か
ら
来
る
バ
イ
ク
な

ど
に
注
意
し
、
カ
バ
ン
は
道
路
側
に
持
た

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
／
車
内
に
貴
重
品
を
置
か
ず
、

短
時
間
で
も
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
被
害
に
あ
っ
た
時
、
ま
た
は

あ
い
そ
う
に
な
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
１
１
０

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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砥
峰
高
原
の
観
月
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
明
る
い
う
ち
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
が
砥
峰
高
原
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
天
気
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年

は
き
れ
い
な
中
秋
の
名
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

松
明
の
明
か
り
と
月
は
、
ま
さ
に
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

募
集
戸
数　

３
戸
（
募
集
戸
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

費　
　

用　

戸
建
て
木
造
住
宅
１
棟
当
た
り

　

３
０
０
０
円
（
住
宅
の
構
造
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
役
場
住
民
生
活
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

�
・
◯ケ
 

３
４
―

０
９
６
２

　
　
　
　
　
　
　

◯有
 

５
―

３
２
４
１

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

��
　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を

総
称
し
た
も
の
で
、
事
業
主
は
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
い
入
れ
た
場
合
、
自
主
的
に
加
入

手
続
き
を
行
い
、
保
険
料
を
申
告
・
納
付
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
２
２
―
８
６
０
９

　

姫
路
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
２
４
―
１
４
８
１

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券

は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社

な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理

さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て

の
権
利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
ご
自
宅
の
タ
ン
ス
や
貸

金
庫
で
長
期
間
保
管
さ
れ
て
い
る
株
券
の
中

に
は
、
名
義
書
換
や
転
居
の
際
の
住
所
変
更

な
ど
が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
確
認
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
株
式
の
管
理
や
取

引
が
よ
り
効
率
的
に
、
よ
り
安
全
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
証
券
業
協
会　

証
券
決

済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

�
（
０
３
）
３
６
６
７
―
４
５
０
０

　
　
　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺
言
を
残
し
た
り

す
る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
公
正

証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。
公
正
証
書

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
公
証

役
場
、
法
務
局
な
ど
へ
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

姫
路
東
公
証
役
場

　
　

姫
路
市
北
条
宮
の
町
３
８
５（
永
井
ビ
ル
３
階
）

�
（
０
７
９
）
２
２
３
―
０
５
２
６

　

姫
路
西
公
証
役
場

　
　

姫
路
市
北
条
口
２
丁
目
１
８（
宮
本
ビ
ル
）

�
（
０
７
９
）
２
２
２
―
１
０
５
４

　

神
戸
地
方
法
務
局　

姫
路
支
局　

　
　

姫
路
市
北
条
１
丁
目
２
５
０

�
（
０
７
９
）
２
２
５
―
１
９
１
５

�
�
�
�
�
�
�
�
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平
成　

年
度
兵
庫
県
立
大
学
附
属
中
学
校

２１

の
入
学
者
選
考
に
つ
い
て
、
募
集
定
員
や
出

願
方
法
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日
（
土
）

１０

２５

　

第
１
回　

午
前　

時
か
ら　

時　

分

１０

１１

３０

　

第
２
回　

午
後
１
時　

分
か
ら
３
時

３０

　
（
気
象
警
報
に
よ
り
、　

月
２
日
に
延
期
の
場
合
有
り
）

１１

場　

所　

上
郡
町
光
都　

兵
庫
県
立
大
学
附

属
高
等
学
校
体
育
館

対
象
者　

小
学
６
年
生
の
保
護
者
、
教
育
関

係
者

参
加
方
法　

事
前
に
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
公
立
小
学
校
に
配

布
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
附
属
中
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
立
大
学
附
属
中
学
校

　

�
（
０
７
９
１
）
５
８
―

０
７
３
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た
場
合

は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２

週
間
以
内
に
神
河
町
役
場
を
経
由
し
て
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
制
度
）

届
出
が
必
要
な
面
積

　

市
街
化
区
域　
　
　

２
０
０
０
㎡
以
上

　

市
街
化
区
域
以
外　

５
０
０
０
㎡
以
上

　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
庁
都
市
政
策
課

　

�
（
０
７
８
）
３
４
１
―

７
７
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
７
３
９
）

　

役
場　

地
域
振
興
課
�
３
４
―

０
９
７
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

分
〜

１０

２３

３０

　
　

神
崎
支
庁
舎

　
　
　
　
　
（
要
予
約
�
３
２
―

２
３
０
３
）

�
�
�
�
�
�
�
��
	


�
�
�

　

月　

日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

１０

１０

　
　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

月
７
日
（
火
）　

午
前
９
時
〜　

時

１０

１２

　
　

神
崎
支
庁
舎
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町内の予定は神河町ホームページでも掲載しています。
　http://www.town.kamikawa.hyogo.jp
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　１３：３０～１３：４５
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���������	
��
　　１９：３０　��

�����
１１：００～砥峰高原

������
　１３：００～１３：３０

��

�������
　　１９：３０　��

����������
　　１９：３０　��

�������
�������
��������
　　～２４日まで

������
�������
　９：００　峰山高原

������

１０：００��

�������
　　１９：３０　��

���������
　１０：００　��

��������
　１０：００～１１：００

��

��������
　　１３：３０　��

�������

����９：４５
　��　１３：００　

��

�������

�����
　１３：３０～
　　　　　 ��

����������

　１０：３０～１５：００
�

�������

������
　　１９：３０　��

�����
�������
　９：００～１２：００

��
����������
　　１９：３０　��

�������

��������	
　１０：３０～１５：３０

�������
���
９：３０　��

����
���������
��９：００ ��
���������

　１０：００　��

��������

　１０：００　��

������

１０：００��
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���役場本庁
���神崎支庁舎
���長谷支所
���中央公民館
���神崎公民館
���大河内保健福祉センター

���グリンデルホール
���きらきら館
���ピノキオ館
���温水プール
���神崎保育園
���神崎総合病院
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